
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
導
入
。
大
分
県
内
で
い
ち
早
く

取
り
入
れ
、
業
務
の
柔
軟
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

無
償
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
病
院

関
係
者
が
視
察
に
訪
れ
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

導
入
し
た
２
社
で
も
好
評
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
こ
の
よ
う
な
従
業
員
が
働
き
や
す
い
環
境
の
あ
る

笑
麻
琉
で
働
き
た
い
と
い
う
人
た
ち
が
採
用
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
業
務
効
率
化
の
た
め
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
も
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
Ａ
Ｉ

言
語
化
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
議
事
録
作
成
な
ど
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
導
入
や
、
自
治

体
・
大
企
業
と
連
携
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
も
挑

戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
分
市
内
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
を
展
開
す
る

笑
麻
琉
は
、「
利
用
者
と
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
う
」

こ
と
を
大
切
に
、
1
人
1
人
に
合
わ
せ
た
支
援
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。
対
話
を
大
切
に
し
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
で
、
利
用
者
の
生
活
歴
や
要
望
に
沿
っ
た
き
め

細
や
か
な
支
援
計
画
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
秋
吉
さ
ん
は
、
現
在
も
現
場
を
担
当
し
、
利
用

者
へ
の
支
援
の
質
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
月
に
一
度
の
訪
問
を
欠
か
さ
ず
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
者
会
議
を
開
催
。
代
表
自
ら
が
現
場
に
身
を

置
き
続
け
る
こ
と
で
、
三
年
に
一
度
行
わ
れ
る
制
度
改

正
へ
の
感
度
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
従
業
員
の
働
き

や
す
さ
に
も
配
慮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
「
従
業
員
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
語
る

秋
吉
さ
ん
は
、
働
き
方
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。特
に
注
目
す
べ
き
は
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

合同会社　笑
え

麻
ま

琉
る

代表　秋
あきよし

吉 契
けいすけ

佑 さん
（野津原町商工会）

http://www.oita-shokokai.or.jp

　

野
津
原
町
商
工
会
青
年
部
長
と
し
て
も
活
躍
中
の
秋

吉
さ
ん
は
、
労
働
保
険
の
取
り
ま
と
め
や
助
成
金
情
報

の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、
商
工
会
を
通
じ
て
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
て
い
ま
す
。「
人
と
人
を
つ
な
い
で
く

れ
る
の
が
商
工
会
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
語
ら
れ
、

実
際
に
交
流
の
中
で
多
く
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
青
連
な
ど
の
集
ま
り
で
は
積
極
的
に
意
見

し
、
場
に
活
気
を
も
た
ら
す
存
在
で
す
。
青
年
部
の
部

員
増
加
に
も
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
若
手
経
営
者
が
人
脈

を
広
げ
、
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

商
工
会
と
の
取
り
組
み

利
用
者
に
寄
り
添
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

働
き
方
改
革
の
積
極
的
な
取
組
み
と

業
務
効
率
化

大分県商工会連合会
ホームページ

行
き
ま
す

！
 聞

きます！ 提案

し
ま
す
！

大分県

商工会連合会

Ｖｏｌ.342
2026年1月発行

おまかせ大分

秋吉代表

より良い会報誌にするため、ご意見・ご感想をお待ちしております 大分県商工会連合会では、
ＬＩＮＥお友だち登録してい
ただいた方に最新情報を定
期的に配信していきます

ＬＩＮＥ 公式アカウントはじめました



年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
に
あ
た
っ
て

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会
　
長
　

首
藤
　
文
彦

　
　
　大

分
県
知
事
　

佐
藤
　
樹
一
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

盛
況
や
高
市
政
権
誕
生
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
期
待
の
高
ま
り
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

商
工
会
に
お
い
て
も
会
員
の
皆
様

と
の
取
組
み
の
成
果
と
し
て
、
誇

る
べ
き
２
つ
の
日
本
一
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
の
採
択
件
数
割
合
が
、

２
年
連
続
で
日
本
一
を
達
成
し
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
会
員
の
皆

様
の
経
営
課
題
に
対
す
る
真
摯
な

取
り
組
み
と
同
時
に
、
商
工
会
に

よ
る
伴
走
支
援
が
実
を
結
ん
だ
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、総
会
員
組
織
率
（
県

内
商
工
会
地
域
に
お
け
る
商
工
会

加
入
率
）
が
６
９
．
２
％
と
な
り

日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

の
高
い
加
入
率
は
、
商
工
会
が
一

定
程
度
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商
工
会

並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
地
域
経
済
の
振
興
と
県
政
の
発
展
に

多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
期
総
合
計
画
「
安

心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
４
」
の
実
行
元
年
と
し
て
、「
選

ば
れ
る
お
お
い
た
」
の
実
現
に
向
け
、

防
災
対
策
の
強
化
や
人
材
の
確
保
・
育

成
、
中
小
企
業
支
援
、
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩
み

始
め
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
社
会
経
済
情
勢
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱

炭
素
化
の
加
速
に
加
え
、
長
引
く
物
価

高
騰
や
人
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
へ
の

対
応
等
、
新
た
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
地
域
経

済
を
持
続
的
に
成
長
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
を

着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

県
で
は
、
補
助
事
業
に
お
け
る
「
賃

上
げ
枠
」
や
国
の
業
務
改
善
助
成
金
の

採
択
を
受
け
た
中
小
企
業
等
に
対
す
る

真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
「
午
年
」
で
す
。

午
年
は
、
勢
い
よ
く
駆
け
抜
け
る

「
躍
進
」の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
商
工
会
も
会
員
や
地
域
の

皆
様
と
一
緒
に
こ
の
力
強
い
年
の

流
れ
に
乗
り
、
地
域
経
済
を
さ
ら

に
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
、
確
か
な

一
歩
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
環
境
に
お
い
て
は
、
原
材

料
費
の
高
騰
や
深
刻
な
人
手
不
足
、

大
幅
な
賃
上
げ
等
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、本
年
は
改
め
て
「
す

べ
て
は
会
員
と
地
域
の
発
展
の
た

め
に
」
と
い
う
商
工
会
の
基
本
理

念
を
胸
に
、
経
営
支
援
の
さ
ら
な

る
充
実
、
魅
力
あ
る
商
工
会
づ
く

り
な
ど
、
未
来
を
見
据
え
た
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
午
年
ら
し
く
、
止
ま
る
こ
と

な
く
、
し
な
や
か
な
に
、
そ
し
て

力
強
く
挑
戦
を
続
け
る
一
年
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
大
き
な
飛
躍
と
実
り
あ
る
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

上
乗
せ
支
援
な
ど
県
独
自
の
支
援
策
を

講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
も
引

き
続
き
、
物
価
高
騰
対
策
や
賃
上
げ
施

策
を
一
体
的
に
進
め
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
や
も
の
づ
く

り
産
業
の
競
争
力
強
化
等
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
内
経
済
の
底
上
げ
に
向

け
て
は
、
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
大
き

い
観
光
振
興
も
重
要
で
す
。
好
評
を
博

し
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
好
機
を

一
過
性
の
も
の
に
す
る
こ
と
な
く
、
観

光
の
成
長
産
業
化
と
全
庁
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
官
民
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
本
年
も
皆
様
方
と

の
連
携
を
密
に
し
、
本
県
の
発
展
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会
並

び
に
各
商
工
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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11
月
20
日
（
木
）

東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
て
、
第

65
回
商
工
会
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
商
工
会

関
係
者
約
３
，
０
０

０
名
が
一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

　

大
分
県
か
ら
は

24
名
の
商
工
会
長

等
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
の
中
で
、

‶

中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
た

め
の
大
型
経
済
政

策
の
早
期
編
成
と

実
施
″
等
、
地
域
の
事
業
者
が
直
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決

に
向
け
た
意
見
表
明
と
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
・
全
国
商
工
会
連
合
会
長

表
彰
と
し
て
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第第
6565
回
　
回
　        

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

 

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

１　

女
性
部
功
労
者

　
　

中
島　

豊
美（
佐
伯
市
あ
ま
べ
）

　 

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

１　

事
業
推
進
優
良
商
工
会

　

組
織
統
一
推
進
枠
部
門

　

（
事
業
継
続
力
強
化
計
画
）

　
　

中
津
市
し
も
げ
商
工
会

第
65
回
商
工
会
全
国
大
会
被
表
彰
者

　
　

会
員
福
祉
共
済
部
門

　
　

都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
枠

野
津
原
町
商
工
会

２　

優
良
青
年
部

中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部

野
津
町
商
工
会
青
年
部

３　

優
良
女
性
部

杵
築
市
商
工
会
女
性
部

日
田
地
区
商
工
会
女
性
部

４　

役
員
功
労
者

小
玉　

智
英
（
国
東
市
）

生
長　

朗
（
国
東
市
）

河
﨑　

丘
充
（
佐
伯
市
番
匠
）

田
原　

賢
治
（
佐
伯
市
番
匠
）

５　

青
年
部
功
労
者

宗　

優
佑
（
西
国
東
）

羽
田
野　

勝
弘（
豊
後
大
野
市
）

６　

女
性
部
功
労
者

秦　

奈
穂
子
（
玖
珠
町
）

※
敬
称
略

開会式

　

12
月
3
日
（
水
）、
竹
田
市
直
入

町
の
長
湯
温
泉
観
光
協
会
に
て
、

持
ち
回
り
理
事
（
役
員
）
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
九
州
ア

ル
プ
ス
商
工
会
（
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

が
幹
事
を
務
め
、
会
議
に
併
せ
て

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
発
表
も
行
い
ま
し

た
。
発
表
で
は
同
商
工
会
の
小
春

指
導
員
が
登
壇
し
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
支
援
や
、

職
員
の
機
能
的
配
置
に
よ
る
成
果

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
出

席
し
た
役
員
間
で
は
活
発
な
情
報

共
有
が
図
ら
れ
、
各
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
う
場
と

な
り
ま
し
た
。

 
会
議
終
了
後
は
「
宿
房 

翡
翠
之

庄
」
に
て
懇
親
会
を
行
い
、
地
域

を
超
え
た
連
携
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
（
水
）・

27
日
（
木
）
に
岩
手
県

の
ツ
ガ
ワ
未
来
館
ア

ピ
オ
に
て
開
催
さ
れ

た
「
第
25
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
（
岩
手

大
会
）」
に
、
県
内
か

ら
22
人
の
青
年
部
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
組
織
及
び

事
業
推
進
等
へ
の
貢

献
に
対
す
る
全
青
連

顕
彰
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
」
で
は

由
布
市
商
工
会
の
津
田
貴
之
さ
ん
、「
感
謝
状
の

部
」
で
は
、
国
東
市
商
工
会
の
松
本
拓
也
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
（
水
）、

16
日
（
木
）
に
福
井

県
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

に
て
「
第
26
回
商
工

会
女
性
部
全
国
大
会

in
ふ
く
い
」
が
開
催

さ
れ
、
32
人
の
女
性

部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
国
６
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
が
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
や
、
女
性
部
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
の
効
果
や
防
災
の

必
要
性
な
ど
、
今
後
の
女
性
部
活
動
に
大
変

参
考
に
な
る
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
（
水
）
に
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て
「
佐
藤
知
事
を

囲
む
商
工
会
女
性
部
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
事
例
発
表
で
は
、

国
東
市
商
工
会
女
性
部　

江
原
加
代

子
部
長
が
、「
国
東
特
産
品
・
七
島

藺
の
工
芸
品
づ
く
り
十
周
年
と
お
も

て
な
し
交
流
事
業
の
成
果
」
と
題
し
、

地
域
資
源
の
七
島
藺
を
活
用
し
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
製
作
な
ど
女
性
部

活
動
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
佐
藤
知
事
は
各
テ
ー

ブ
ル
を
ま
わ
り
な
が
ら
、
地
域
の
こ

と
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
意
見
交

換
を
す
る

な
ど
、
女

性
部
員
に

と
っ
て
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

佐
藤
知
事
と
の

佐
藤
知
事
と
の

女
性
部
懇
談
会

女
性
部
懇
談
会

第第
2525
回
商
工
会
青
年
部

回
商
工
会
青
年
部

　　  

全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）

全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）

第第
2626
回
商
工
会
女
性
部

回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会

全
国
大
会
inin
ふ
く
い

ふ
く
い

全国大会に参加した女性部員 全国大会に参加した青年部員

商
工
会
事
例
発
表

商
工
会
事
例
発
表

持
ち
回
り
理
事（
役
員
）会

持
ち
回
り
理
事（
役
員
）会

発表をする江原部長
（国東市商工会）佐藤知事と記念撮影

vol.342 2026.1
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　11月19日（水）・20日（木）にマリンメッセ福岡にて、FOOD STYLE JAPAN〈九州〉が開催され、
２日間で合計17,517人が来場されました。県内からは12商工会、32事業所が出展しました。来場者と
の積極的な対話を通じて、各事業所の魅力が広く伝わり、新たなビジネスの可能性が感じられる充実した
展示会となりました。
　また、11月21日（金）～23日（日）に池袋サンシャインシティにて、ニッポン全国物産展が開催され、
3日間で83,372人が来場しました。県内からは3商工会、3事業所が参加しました。

FOOD STYLE JAPAN〈九州〉 ニッポン全国物産展

　12月11日（木）、レンブラントホテル大分にて、大分県議会自民党会派の商工労働対策調査会（会長　
井上明夫氏）と意見交換研修会を行いました。
　事例発表は、佐伯市あまべ商工会の会員企業である浪井丸天水産　代表 浪井大喜氏による「ブランドを
つくる！～若武者の挑戦～」と、県青連
及び県女連による活動報告が行われまし
た。
　意見交換では、首藤会長が要望内容の
説明を行い、宮成商工労働対策調査会副
会長から、回答をいただきました。
　本意見交換研修会は、今年度、県青連
及び県女連の役員も参加したことで様々
な取り組みに関する意見交換が行われま
した。 要望内容に回答する

宮成商工労働対策調査会副会長発表をする浪井氏

FOOD STYLE JAPAN〈九州〉とニッポン全国物産展に出展

商工労働対策調査会と商工会長・県青連・県女性連との
意見交換研修会を開催

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

個人事業主・経営者の皆さまへ

詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

商品ラインアップは
こちらから︕▶

けんしんが皆さまの
お力になります︕

大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに


